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	おこし隊が行く！
	回覧
	たまかわリレートーク!
	～あなたの好きなこと教えてください～
	　読書・文化活動推進支援を行っている地域おこし協力隊の柴田洸兵が、玉川村内のみなさんに会いに行き、"あなたの好きなこと"をインタビューして、リレー形式で発信します！！
	第五村人
	石森 順子
	柴　田 : はじめまして。順子さん、よろしくお          願いします！戦争中に東京で暮らして          いたと伺ったのですが。
	順子　 : そうですね。３歳くらいの時です。          母親に連れられて須賀川から、東京に          引っ越しました。          どこに住んでいたのかは覚えていない          のですが。          母は薬屋の女中をしていて、私は靴磨          きをして生計をたてました。
	柴　田 : ええ...３歳ですよね。          でも当時は珍しくなかったのかな...
	順子　 : 長屋のおばあさんが教えてくれて始め          ました。          戦争中でしたけど、外国人のお客さん          にお菓子をよくもらったこと覚えてい          ます。キャラメルとかね。
	柴　田 : 大変な時代ですね。
	順子　 : そのうち戦争も激しくなって、今でも          はっきり覚えていますけど、わたし、           戦闘機の機銃掃射に襲われたんです           よ。          防空壕に入れさせてもらえなくて...。          外から引っ越してきて、よそ者で、壕          づくりも手伝っていなかったので、入          れてくれなかった...。
	順子　 : 母親と石碑？か何かの裏に隠れて。怖          かった。          目の前で犬が機銃にやられて、死ぬの          も見ました。          動物も戦争の犠牲になるんですね。
	柴　田 : 壮絶な経験ですね...
	順子   : それで、終戦間際に須賀川に戻りまし          た。その後は、須賀川と郡山の喫茶店          で働きました。          結婚して玉川に住んでからも、しばら          く働きましたね。          喫茶店といっても、お酒も出すお店           で。
	人形の名前は、信ちゃん


	おこし隊が行く！


	たまかわリレートーク!
	～あなたの好きなこと教えてください～
	順子 　: カクテルも出してましたよ。          もうないけれど、カトレアというお店          と郡山のリンデン。          キャバレーの子たちが、出勤前にお店          に来るんですよ。面白かった。
	柴　田 : 玉川から通ってたんですね。          田舎と町を行き来して。
	順子 　: 昔は不便だったけど、それも楽しかっ          たですよ。          須賀川にいたころは、移動に馬を使っ          たりして（笑）          私、乗馬がうまかったんですよ^_^          ７歳から乗ってました。
	柴　田 : すごい！かっこいいですね。          もし乗馬の写真が見つかったら、今度          見せてください！
	順子　 : 都会育ちなので、玉川に越してきて、          ぜんぜん草刈も上手にできなくてね。          通りすがりの佐久間福男さんがやりか          た教えてくれたのを覚えてます。          彼が５歳くらいの時かな。
	柴　田 : 僕も都会育ちなので、草刈ぜんぜんう          まくできないです（笑）          意外に難しい...          当時は草刈り機もなかったですよね。          大変だ...
	　戦時中のご経験など貴重なお話を伺うことができました。お写真もたくさん拝見させていただき、玉川村の方々のお若いころのお姿（笑）、1960-70年代の須賀川や郡山の様子もみることができ、とても楽しい時間を過ごすことができました。 　順子さん、ありがとうございました！！



